
現役・子育て世代も
活躍出来る

地域活動シンポジウム

令和6年

7 /6(土)

13:30 14:30～ 16:30開 

場

黒崎ひびしんホール 大ホール
八幡西区岸の浦 2 丁目 1-1

要申込
入場無料

基調講演 現役・子育て世代も活躍できる地域活動
株式会社 KITABA　代表取締役  酒本　宏（さけもと　ひろし）

まちづくりコーディネーター・プロデューサー

「まちや地域の人と一緒に」を大切にしながら、自治体の総合計画策定や市民自治に関す
るプランや制度設計、人材育成などの他、まちづくりや様々な分野のプロジェクトで合意
形成、まちづくりの組織づくりやその支援なども行っている。
技術士（都市及び地方計画部門・総合監理部門）、北海道大学工学部非常勤講師（コミュ
ニティデザイン）、北海学園大学非常勤講師、札幌市まちづくりセンターアドバイザー、
札幌市内の町内会の総務部長

北九州市総務市民局 地域振興課
電話 093-582-2111
FAX 093-562-1307

申込み
問合せ

広島市西区 山手町町内会長
森島 誠司

現役世代の地域活動 企救丘のまちづくり
小倉南区企救丘校区自治連合会 会長
企救丘校区まちづくり協議会 会長 
佐藤 稔

住みよい花野路のために
若松区第 39 区自治会 会長 
多田 政博

(一社 )コミュニティシンクタンク北九州 
西村 健司

コーディネーター

現役・子育て世代も
活躍できる

地域活動シンポジウム

事例発表

パネルディスカッション

開 

会

会
　
場

主催  北九州市・一般財団法人自治総合センター
後援 北九州市自治会総連合会・八幡西区自治総連合会

令和のまちづくりを考えよう！

▲申し込みはこちら

現役・子育て世代も活躍できる地域活動

現役世代の地域活動 企救丘のまちづくり 住みよい花野路のために



住みよい花野路のために

株式会社KITABA　代表取締役   酒本　宏（さけもと　ひろし）
まちづくりコーディネーター・プロデューサー
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プログラム

広島市西区 山手町町内会長　森島 誠司

事例発表　

小倉南区企救丘校区自治連合会・まちづくり協議会 会長 　佐藤 稔

若松区第 39 区自治会 会長 　多田 政博

コーディネーター
(一社 )コミュニティシンクタンク北九州 　西村 健司

FAX:093-562-1307北九州市総務市民局 地域振興課　御中

代表者氏名

連絡先電話番号 メールアドレス（任意）

現役・子育て世代も活躍できる地域活動シンポジウム 参加お申込書
※FAXでのお申込みは、下記項目をご記入の上、093-562-1307 までご送信ください。

14:30 ～ 15:20 基調講演　「現役・子育て世代も活躍できる地域活動」

15:30 ～ 16:10

企救丘のまちづくり

16:10 ～ 16:30 パネルディスカッション

※当シンポジウムのご参加にはお申込みが必要です。ＱＲコード
　からお申込みフォームにアクセスしていただくか、下記 FAX
　お申込み用紙にご記入の上ご送信ください。
　お電話でも受け付けます。

【申込先】北九州市総務市民局　地域振興課
℡ 093-582-2111（受付時間：平日 8:30-17:15）
お申込みフォームへのＱＲコードはこちら

参加人数　　　　名（代表者含む）

JR黒崎駅より徒歩10分　熊手四ツ角バス停より下りてすぐ

現役世代の地域活動

「誰もができる自治会活動」を目指して自治会費の口座引き落としなど様々な工夫を行
い、現在の役員は全員現役世代。安心・安全メールで細やかな情報発信や、自治会未加
入世帯との丁寧な意見交換をおこなっている。また、木や草で見通しの悪くなっている
場所の伐採など、住みよい生活環境を整えている自治会の活動が伝わる分かりやすい情
報発信で、活動の「見える化」にも取り組んでいる。

１０年以上町内会長として仕事と地域活動を両立。
多世代交流「ものづくり楽校」や、町内会オリジナルＴシャツの作成、子育て女子会
の開催など、企画を工夫して子育て世代の仲間を拡大中。
地域企業とも連携し、多くの人で分担して地域活動を行う仕組みづくりに取り組んで
いる。

市民センターを「まちのえき」として、子どもから大人まで地域の皆が集まることがで
きる場として活動。校区自治会・校区まちづくり協議会が一体化した運営をしており、
子ども中心の地域活動で子育て世代の地域活動参加を増やしている。また、まちづくり
協議会の「LINE 公式アカウント」を作成し、地域活動の参加に応じてポイントが貯ま
り特典が受けられる仕組みを作っている。
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